B-31 厩猿習俗形態の変容とニホンザル観に関する研究 by 三戸, 幸久
Title B-31 厩猿習俗形態の変容とニホンザル観に関する研究
Author(s)三戸, 幸久









mythology, legend, artwork and traditional utilization of non-human primates. This type of studies is urgent and necessary, 
because many folklore and customs are not recorded in literatures, thus are easily lost in the process of urbanization in China, 
as well as in many other habitat countries. 
In this year, we investigated around 6000 points of Japanese literature/video records and specimen on primates at the PRI 
library, Japan Monkey Centre and National Museum of Ethnology (Osaka). In 2011 and 2012, we have collected around 
30000 points of Chinese literature/video records and specimen on primates at the Library of Sun Yat-sen University and 
through interviews with locals at Guangdong and Hainan providences in China. We noticed the two counties share many 
similar cultures on monkeys and apes.   
Next, we need to category the data in a database and analyze the historical background of each perspective, such as monkey 
showman(猿回し), twelve zodiac animals (十二支), three no-evil monkeys(三猿), scroll of the monkey (厩猿信仰), monkey 
lore, traditional utilization of Chinese medicines. One of our papers entitled ‘The Distinction between Gibbon and Macaque in 
Ancient China’ was published in Journal of Guangxi Normal University. This work was supported by the Cooperation 
Research Program of Primate Research Institute, Kyoto University, Japan. 
B-28 有害駆除個体を用いた四国の野生ニホンザル個体群の特徴分析 





物学的特徴ならびに有害駆除状況を把握することを目的に行った。  平成 24 年度は、高知県内に調査地域を 3
地域設け情報を収集した。対象地域は、香美市(県東部)、中土佐町(中央部)および四万十市(県西部)である。各調査






ニホンザルの膣内細菌叢を明らかにするために、今年度は 3 歳未満:7 頭、4～10 歳:6 頭、18～23 歳:2 頭の合計




の傾向は前回の場合とほぼ同様であった。年齢別では、3 歳未満の未成熟な個体 7 頭から 103.2～105.5 (CFU/vagina)
の膣内細菌が検出され、さらにヒトの膣内での最優勢菌である乳酸菌(Lactobacilli)が分離菌数は低いながらも 7 頭






カモノオス 6 個体を主な観察対象とし、彼らの A 群、隣接群、隣接群追随オスグループ内における社会関係に関
するデータを 2007 年から蓄積している。アシモ(9 歳)とフミヤ(8 歳)は、2009 年以降 B1 群追随オスグループを形
成し続けている。ラキ(6 歳)はキール(5 歳)などと B1 追随オスグループを形成しているのを発見したが、アシモ・
フミヤとの関係は不明である。キールは 2012 年 10 月には A 群で、2013 年 3 月上旬には B1 追随オスグループで、
下旬には再び A 群で観察された。こうした出自群と隣接群追随オスグループ間の往復は、これまでに A 群出身イ










 これまでの厩猿関連の共同利用研究の調査報告(中村民彦:2004 年「2-1 ウマヤザル信仰に伴う頭蓋骨の調査によ
る口承と生息分布域の相関関係」、同 2005 年、2006 年報告など)では、厩にニホンザルの頭蓋骨を祀るケースと手
骨を祀るケースがあるが、その意味合いに違いがある。頭蓋骨祭礼での期待は牛馬の無病息災に現れている(65% 
27 例中 17 例)。他は人の健康、魔除け、防火、縁起物、作物豊作がつづく。いっぽう、手骨祭礼での期待はいくつ
かに別れる。人の安産にかかわるものが 21 例中７例 29%でもっとも多く、作物豊作 24%、魔除け同 24%、盗品遺
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所内対応者：宮地重弘 
インドネシア由来の L 錐体欠損による 2 色型色盲ザルの色覚特性を明らかにするために、遺伝的に同定されてい
る 2 色型色盲ザルと 3 色型正常ザルを用いて行動実験を行った。石原式検査表を模した視覚刺激を作製し色弁別課
題を行った。視覚刺激は複数のドットによって構成され正方形の外形を持つ。この視覚刺激を水平に 3 つ並べて液
晶ディスプレイ上に呈示し、そのうちの 1 つについて環状の部分に含まれるドットの色を変化させターゲット刺激
とした。CIE-u'v'色度図上で系統的に設定した 64 種類(16 色相 x4 彩度)のターゲット刺激を用いて実験を行った。2
色型色盲ザルでは、特定の色相で検出率が低下し、検出率の低下は彩度に依存しなかった。さらに検出率の低い色
相はヒトの 1 型色覚(L 錐体欠損)の混同色線とよく一致していた。一方 3 色型正常ザルでは、より広い範囲の色相








ミノ酸配列が異なることがわかったため(Lee et al., 2011)、マーモセット型のオキシトシンを合成し、市販のオキシ
トシ測定用 EIA キット(ヒト、マウス用)を用いて、マーモセット型のオキシトシンが測定可能であることを確認し
た。この測定系を用いて、出産前後でのオキシトシン量の変化の有無について、妊娠中～出産後の繁殖ペアより採
尿をおこない、オキシトシン量の測定をおこなった。結果、出産の前後、性別による違いはみられなかった。次に、
乳児回収テストにより測定された養育のモチベーションと尿中オキシトシン濃度との関係を調べたところ、有意な
相関はみられなかった。今後はサンプル数を増やす他、観察による養育行動の測定や、乳児刺激呈示によるオキシ
